







期に撮影した映像資料である。昨年 2013 年はその渋沢敬三の没後 50 年という節目の年であっ
た。また、本書（資料編）におさめられた映像資料は 1934（昭和?）年の「薩南十島調査」時のも
のであり、今年 2014 年はそれから数えてちょうど 80 年目にもあたっている。今から 80 年も前
に、前年に初めて就航したばかりの航路で、各分野の研究者を含めた共同調査を組織し、しかも当









































渋沢敬三：1896 ～ 1963　民俗学、民族学。第一銀行副頭取、日銀総裁を歴任して昭和 20 年幣原内閣の
大蔵大臣となり、戦後財政の処理にあたる。公職追放解除後、国際電信電話社長などを務める。著作に
『日本魚名集覧』など。
鈴木醇：1896 ～ 1970　地質学。昭和 5 年に北海道帝大教授。日本地質学会会長、日本鉱山地質学会会長
を歴任。敬三の二高 ･帝大時代の同級生。アチックミューゼアムソサエティ大正 10 年 2 月 2 日に参加。
高橋文太郎：1903 ～ 1948　民俗学。日本民族学会附属民族学研究所研究員。生地の東京都西東京市に敬
三とともに民族学博物館をつくった。著作に『秋田マタギ資料』ほか。
竹内亮：1894 ～ 1982　生物学、植物学。大正 11 年九州帝国大学農学部植物学教室助手として赴任。著
作に『植物利用環境測定法：フィトメーテル法の概要』ほか。
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三宅宗悦：1905 ～ 1944　人類学、考古学、医師。昭和 8 年に京都帝国大学医学部講師。金関丈夫ととも
に人類学談話会や発掘地の遠足など自然人類学 ･考古学的研究会の活動を行う。昭和 19 年フィリピンレ




















　「吐噶喇火山群島を廻りて」『火山』2 巻 4 号（日本火山学会　1936 年）
高橋文太郎




　『日本社会民俗辞典』第 1 巻（誠文堂新光社　1952 年）
日本民族学協会
　『日本社会民俗辞典』第 2 巻（誠文堂新光社　1954 年）
早川孝太郎
　「踊りの着物」『旅と伝説』昭和 9 年 8 月号（三元社　1934 年）
早川孝太郎
　『早川孝太郎全集』第 9 巻（未來社　1976 年）
早川孝太郎
　『早川孝太郎全集』第 12 巻（未來社　2003 年）
